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宮古島の風災害とハザードマップ 

Damages to Miyakojima Isl. by the Typhoon0314 and Hazard Map＊ 
 

山口 修＊＊ 照屋 正史＊＊＊ 仲村時男＊＊＊＊ 後藤雅之＊＊＊＊＊ 
by Osamu YAMAGUSHI** Masafumi TERUYA*** Tokio NAKAMURA**** Masayuki GOTOU***** 

 
 
１． はじめに 
 
本研究は、宮古島地方に来襲した台風 0314 号を

事例として、住民避難などを円滑に進めるために有

用なツールとなる強風ハザードマップについて報告

するものである。ここでは構造物被害と風の場の相

関関係を明らかにするために、乱流モデルによる台

風時の強風ミュレーションを実施し、その結果をも

とに宮古島地方の強風特性を考慮に入れた強風ハザ

ードマップの作成方法と手順について示した。 

 

２．台風 0314 号による宮古島地方の気象概況と被害 

 

図－1、２には、気象台の観測結果と観測所の位

置を示すが、宮古島地方は 9月 10日 17 時頃から 11

日 17 時頃まで、約 24時間の間風速 25m/s 以上の暴

風域にはいり、宮古島では 11日 3時に最大風速北の

風 38.4m/s、11 日 3時 12 分には最大瞬間風速北の風

74.1m/s（全国で歴代 7位）を記録した１）。 

この台風では、電柱や住宅、避難施設にも指定さ

れている公共施設など構造物に大きな被害が生じる

とともに、強風の中で避難・救助活動も円滑に実施

できない事態となった。 

 
３．台風時の強風シミュレーション 
 

(1) 数値解析モデルと数値解析手法 

――――――――――――――――――――――― 
＊
キーワーズ：計画手法論、地域計画、防災計画 
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（福岡市中央区大名 2-4-12、TEL092-714-2211、FAX 092-715-4325） 

ハザードマップの最も基礎的な情報となる強風

区域を特定するにあたって、乱流の数値シミュレー

ションとして信頼度が高い LES を採用し、宮古島地

方の風の場を再現するとともに、観測データや構造

物被害状況の調査結果と比較し、モデルの妥当性を

検証した。なお LES においては Smagorinsky モデル

を採用した。 
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図－１ 宮古地方気象台による観測結果 
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図－２ 観測所位置図 
微分方程式の離散化手法については有限差分法

を採用した。速度場の積分に関しては SMAC 法、移流

項の差分については 3 次精度風上差分である QUICK
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法、その他の空間差分については 1次精度の中心差

分を用いた。計算時間間隔は CFL 条件の 80％（クー

ラン数Ｃ＝0.8）を満たすように設定した。 

 

（２）数値計算の手順 

計算領域は、宮古島、伊良部島を含む 50km 四方

の地域を対象とした。計算格子の平面方向の設定は、

海域では粗く、陸域では 100m 間隔の密な格子を採

用した。また高さ方向には、海面から T.P.100m ま

では 1.0m～2.5m の密な格子を用い、T.P.100m か

ら 1000m では順次粗い間隔の格子を採用した。な

お市街地や集落、防風林などによる遮蔽効果につい

ては考慮していない。 
境界条件は、計算領域外周にべき乗則に従った風

速の鉛直分布を設定した。べき乗値は海域であるた

め 0.1 とした。また地表面は滑りの無い壁条件、天

空面はすべり壁とした。なお実際の計算にあたって

は、境界面における風速の観測値が存在しないため、

図－3 に示すように、基準風速を仮定して数値計算

を行い、宮古島観測所の観測値に最も近づいた計算

値を最終的な風の場の計算結果とした。 
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図－３ 計算フロー図 
 

4. 強風シミュレーション結果と構造物被害 

 

表－1 には、最大風速を記録した１１日３時の風

の場を再現した計算結果と観測値との比較を示して

いるが、宮古空港南では若干の相違が認められるも

のの、全体としてみるとほぼ妥当な計算結果が得ら

れているものと考えられる。 

図―4 には、高さ 10m 最大値（地上 0ｍ～10ｍの

風速の最大値）と電柱被害２）の関連を示している。

図からわかるように被害が大きかった場所は概ね風

速 30m/s を超える地域となっている。宮古島の西側

地域においても 30m/s を超える強風区域が存在する

が、電柱の設置方向が南北方向であったことから、

折損・倒壊を免れたものと考えられる。また島の南

西部の平地でも部分的に 30m/s を超える強風区域が

存在しており、電柱被害箇所とも一致している。風

速が比較的に小さい場所でも電柱の倒壊・折損して

いる箇所が認められるが、これは現地でもいくつか

確認されているように、飛来物や吹き返しの強風な

どが原因と考えられる。 

表－1 計算値と観測値の比較 
観測地点 計算結果 観測値 
宮古島 N 37.7m/s N 38.4m/s 
伊良部 N 33.2m/s N 34.0m/s 

下地島空港北 N 34.1m/s N 38.6m/s 
下地島空港南 N 30.9m/s N 26.2m/s 
宮古空港南 N 40.4m/s N 46.3m/s 
 

以上述べたように、ここで用いた数値解析モデル

による計算結果は強風の分布特性や構造物被害発生

の要因などを概ね説明できるものといえる。 

N

0 ～ 20

20 ～ 30

30 ～ 40

40 ～ 50

50 ～ 60

> 60

電柱倒壊本数　20本未満

電柱倒壊本数　20本以上

 

図－４ 電柱被害と計算結果の比較（高さ１０m 最

大値） 
 

５．強風ハザードマップの作成 
 
（１） ハザードマップの作成手順 
住民避難用の強風ハザードマップに必要となる

項目は、想定される強風現象の規模と影響範囲、影

響を受ける地域社会状況、避難情報、情報の伝達・
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収集の方法、台風や風雨に関する基礎的な知識など

があげられる。したがって、住民用ハザードマップ

の原案作成にあたっては、分かりやすく使いやすい

ことを基本としながら、他分野のハザードマップ 3）、

４）と同様に、①対象範囲と地形条件や集落、道路な

ど基礎的データの選定、②対象外力の設定、③影響

範囲と危険区域の予測、④マップに盛り込むべき避

難情報（施設やルート）の選択、などマップ化のた

めの段階的な作業が必要となる。こうした手順を踏

んで出来上がったマップの原案に対して、住民の意

見を聞きながら修正を加え、ハザードマップが作成

されることになる。 

 

（２）対象外力の設定 

図－5 は気象台による 1951 年～2001 年の観測記

録のなかで、被害の程度が大きい最大風速が 25m/s

以上を記録した 40個の台風を対象として、風向と風

速の関係を整理したものである。図から、対象外力

は接近時と吹き返し時の 2方向の風を設定しなけれ

ばならないことがわかる。ここでは、既往最大値の

場合について述べることとし、接近時には第 2宮古

島台風の北東の風・風速 60.8m/s、吹き返し時は宮

古島台風の南西の風・風速 53.0m/s の値を採用する。

また吹き返し時の観測値として西風 47.5m/s（台風

5714 号）があることから、併せて検討の対象とした。 
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図－５ 風速・風向分布 

 

（３）強風分布予測図の作成 

図－6 にはＮＥ60.8m/s とＳＷ53.0m/s の場合の計

算結果（高さ 10m 最大値）を重ね合わせたものを示

している.ＮＥ60.8 m/s の場合には宮古島では北西

から南東に走る断層帯が防風帯の役割を果たしてい

ることから、60m/s を超える強風区域はそれほど広

がらず、島の東側の地域にとどまっているが、ＳＷ

53.0 m/s の場合では、逆に島の西側の地域が風上に

当たることから、海からの強風によって 50m/s を超

える強風区域が宮古島の西側一体に大きく広がって

いる。 

また、Ｗ47.5m/s の計算結果を合わせた、風向別

の支配区域図を図－7 に示しているが、西風の場合

には伊良部島が宮古島西側地域の防風帯の役目を果

たすため、防災上の観点からはその影響は小さいと

いえる。このように外力条件の設定に当たっては、

風向と風速の関係、またその生起確率など詳細な検

討が必要となることがわかる。 
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図－６ 合成強風分布図 （NE60.8＋SW53.0、高さ

10m 最大値） 
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図－７ 風向別の強風支配域 

 

（４）避難情報等の検討 

避難の必要な区域については合成強風分布予測

図をもとに市街地や集落が存在する地域が対象とな
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るが、要避難者の選定については家屋の構造や耐風

性に関する詳細なデータが必要となる。また避難場

所や避難路の選定についても、施設構造や収容人数、

避難路の危険箇所などのデータが必要となる。宮古

島地方では、被害と風速の関係を考慮すると、要避

難区域としては 25ｍ/ｓ～30m/s を超える強風区域

にある集落、避難施設としては地域防災計画に記載

された施設、避難路としては国道や県道などの主要

道路がマップ化の際の検討対象となると考えられる。 

また、ハザードマップに記載すべきその他の情報

としては、災害時の行政の窓口となる防災関係機関、

救急病院や保険所などの医療施設、災害弱者となり

やすい老人や障害者のための社会福祉施設、台風

0314 号でも大きな被害を受けた電力などライフラ

インの主要管理拠点などが重要となる。 
 

（５）強風ハザードマップ原案の作成例 

図－8 は、住民用の強風ハザードマップ原案の一

例として作成したもので、図－6 を簡略化したマッ

プに避難情報等を掲載したものである。図からわか

るように、30m/s をこえる強風区域には多くの避難

場所が設置されており、安全で円滑な避難を可能に

するためには、このような施設の耐風性の強化や避

難路の安全性の確保が必要になるものと考えられる。 

ここで作成したマップは、要避難区域や避難場所

の選定基準などの検討が十分でなく、そのままの形

では地域住民に提案する原案としては使用できない

が、地元自治体がマップ原案を作成する際の例とし

て参考になると考えられる。   

 

６．おわりに 

 

本文で提案した強風ハザードマップは、これまで

あまり作成例が無く、台風常襲地帯といわれる沖縄

の地域性を反映したものといえるが、行政と住民が

協働して台風に対する不断の対策を講ずる上で有用

なもの考えられる。 
本文は 4 回の現地調査と 2 度にわたる防災関係者

との意見交換会を踏まえて取りまとめを行ったもの

であるが、これらの調査活動に便宜を図っていただ

いた関係者の方々に感謝を申し上げます。 
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作成したものです。
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図－８ ハザードマップ原案の一例 


